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仙石原ススキ草原 9月

仙石原ススキ草原 11月
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C O N T E N T S

※掲載の承諾をいただいた皆さまをご紹介させていただいております。

14億2,439万3,858円寄附累計額（2019年6月末現在）
寄附者名（2019年4月～6月）（敬称略）

募金者名（2019年4月～6月）（敬称略）

「かながわトラストみどり財団」への寄附

トラスト募金

寄附者名(2019年4月～6月)（敬称略）
財団へ寄附をいただきましたのでご紹介します。誠にありがとうございました。
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表 紙 の 写 真

記事▶P2へ

仙石原ススキ草原の見頃は9月から11月。 銀色の穂が日差しに輝き、11月頃になると穂も含め、
ススキ全体が黄金色と変わります。仙石原ススキ草原の一部はトラスト緑地として保全されています。

箱根町仙石原緑地のススキ草原（9月と11月）
も く じ

一里塚・四方山話10

森からの贈りものプロジェクト

新たな優待施設紹介
「かっぱ天国」「甘酒茶屋」

森林ボランティア
県民参加の森林づくり活動

事務局だより

事務局だより

身近な野草「葛」にふれて

小網代の森
アカテガニ放仔観察会2019を実施
小網代の森
インフォメーションスペースの開設
及び引橋入口の整備について

かながわのみどりや森林における
パワースポット・癒やしスポット

神奈川県森林インストラクター 上宮田 幸恵

小田原シダ研究グループ事務局
陣野 一郎 ・ 松岡 輝宏

箱根町立湿生花園　学芸員　松江 大輔

自然へ一歩
シダ植物の魅力

神奈川県環境農政局 緑政部自然環境保全課

神奈川のシダ植物

あなたのスマホやパソコンで
「かながわ生きもの調査」に
参加しませんか？

箱根仙石原湿原
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会員の皆さまへ
※転居先不明で返送されるケースが増えています。 
　住所などの変更がありましたらご連絡ください。 
※機関誌「ミドリ」は財団公式WEBサイト
　（http://ktm.or.jp）で読むことができます。 
　個別の発送停止をご希望の方は財団事務局ま
　でご連絡ください。

　1985年に発足以来、神奈川のみどりの保全と
創造に関する様々な活動を展開しています。 1万
人を超える会員の支援や募金寄附、ボランティア
の皆様の協力を受け、今ある自然環境を次の世代
に引き継いでいけるよう取り組んでいます。

かながわの未 来に、今できること

公益財団法人
かながわトラストみどり財団

045-412-2525
midori@ktm.or.jp
@kanagawa_midori
facebook.com/ktm.or.jp
kanagawa_trust

かながわトラストみどり基金への寄附状況

相続税の非課税

　近年、遺言による寄附について関心が
高まり、これまでに遺贈を受けた公益事業
を開始しております。遺言の財産受取人と
して、公益財団法人かながわトラストみど
り財団をご指定いただけます。

相続された方が相続財産を、相続税の申告期限
（亡くなってから10ヶ月）までに寄附された場合
は、その寄附額は相続税が非課税となります。

トラスト会員を募集しています。
会員の皆さまからご紹介ください!
現在の会員数

個 人 会 員
家 族 会 員
法人・団体会員
特別・名誉会員
計

3,713人
6,533人
267人
312人

10,825人

407人
702人
25人

1,134人

（2019年8月末現在）

普通会員 緑地保全
支援会員

遺贈による寄附について

神奈川県植物誌調査員　松岡 輝宏

会員数＆寄附募金のお知らせ

浅見一義、荒金芙美代、池谷享子、池谷善博、池田宏、井上哲也、大溝昭、大村典子、奥村美知子、角尾友春、加藤高
祥、金田昭冶、苅部京子、川満久恵、鍛代和彦、木藤紘次、京川友子、久保幸子、齊藤吉之様齊藤和子、酒井英明、酒井
道子、佐々木敏博、柴崎えつ子、柴田晃彦、首藤智、新谷眞弘、神保重五郎、菅野実、杉崎敏明、鈴木和男、田井和子、
髙橋清治郎、髙橋敏雄、田中晃、谷正信、辻亜弥子、津戸芳子、露木繁雄、鶴見侑久、天井悦子、永田秀夫、中西道夫、
中村克己、長谷川正躬、長谷川美代子、濱尾光吉、濱中知子、早川武、原田譲、藤田よし子、星野正成、前田利昭、増田
泰代、松川清、松田江利子、水澤莞治、山本勝久、山本博資、和田靖子、渡部明

一般社団法人神奈川県測量設計業協会、ユニー株式会社、羽鳥亨、藤崎英輔、山本勝久

地方職員共済組合神奈川県支部、みうら漁業協同組合、小網代インフォメーションスペース・オープニング式典



箱根仙石原湿原とは

箱根仙石原湿原は、神奈川県箱根町仙石原のお
よそ標高650㍍、まわりを標高1000㍍級の山々に囲
まれたすり鉢状の地形の底にできた湿原です。県道
をはさんだすぐ隣には、景勝地として有名な台ヶ岳
のススキ草原があります。
この湿原を涵養している水は、台ヶ岳の裾からし
み出す湧水と豊富な雨水によるものです。ススキの
生える台地の縁は小さな崖のような地形になってお
り、その下から僅かに水がしみ出しています。縁から
流れ出た水は、湿原の中を北に向かってゆるやかに
流れ、最終的には早川に流れ込みます。また、仙石
原周辺は、箱根のなかでも極端に雨が多い地域で
年間約3000㍉近い降雨があります。この豊富な雨
が湧水を維持するとともに、直接、湿原を潤わすこ
とに役立っています。
仙石原湿原の西の隅には国の天然記念物に指定
された区画があり、国指定の天然記念物であること

を記した石柱が立てら
れています。箱根仙石
原湿原が、国指定の天
然記念物になったのは
昭和9年のことで、東京
帝国大学（現在の東京
大学）の三好学博士が
仙石原湿原を訪れ、一
面に咲き乱れるノハナショウブを見て、この地をノハナ
ショウブの群生地として天然記念物に指定することに
決めたといわれています。当時は、一帯が村の共有草
地で、牛馬の飼料や緑肥として村人の生活に利用され
ていたこともあり、湿原のごく一部だけが指定されまし
た。かつては、仙石原から芦ノ湖にかけての湿潤な土
地には小規模な湿原が点在していましたが、その後の
開発などによって、ほとんどが失われ、現在、湿原とし
て残されているのは、この天然記念物指定地とその周
辺のみとなっています。

箱根仙石原湿原でみられる植物

仙石原湿原は一見すると、平坦な土地にヨシやスス
キだけが茂る単調な草原に見えますが、中に入ると乾
いた所や湿った所、湧水や小流路も存在します。それぞ
れの環境に対応して異なる植物が生えており、小さな
面積にもかかわらず多様な植物が生育しています。仙
石原の湿原や草原に生える植物は、およそ250種類
で、そのうち、湿原性のものが約70種類を占めます。こ
の中には、神奈川県ではここでしか見ることのできない
種類も数多く含まれています。

県道の北側から、箱根湿生花園に水を引き込んでいる
用水路までの間は、毎年3～4月に火入れがおこなわれて

いる場所で、草本植物主体の群落が形成されています。
そのなかでも、年間の水位変動が少なく、貧栄養な
湧水地の周辺ではオオミズゴケやモウセンゴケ、ウメバ
チソウ、カキラン、コイヌノハナヒゲ、コシンジュガヤな
ど非常に小型の植物が群落を形成しています。湧水を
少し離れると、草丈の低いチゴザサやアゼスゲが植物
群落を形成しています。絶滅危惧種のトキソウやミズチ
ドリ、ミズトンボといった野生ラン、秋にはアケボノソ
ウやサワギキョウ、サワシロギクなどが群れ咲きます。
また、徐々に遠ざかるとヨシの密度が増し、草丈の高い
群落を形成するようになります。現在では湿原の広い
面積をこのヨシが優占する群落が占めています。
台ヶ岳から続く台地や小丘のように比高が高く乾き
やすい環境では、ススキやシバが優占します。繁茂す
るススキに混じって、秋の七草としても有名なカワラナ
デシコやオミナエシ、ヤマハギ、ワレモコウなどを見るこ
とができます。
箱根湿生花園に水を引き込んでいる用水路を境にし
て北側の区域は、樹高8ｍ前後のミズキやマユミ、コブ
シなどの木本群落が広がっています。そのなかでも、地
下水位が高く湿った立地には、ハンノキ林が帯状に分
布しています。まとまった面積を有するハンノキ林は、県
内でも稀で、貴重な林となっています。林内にはタニヘ
ゴなど県内稀産種も生育し、ハンノキを食草とするミド
リシジミ（蝶）の群発地にもなっています。住宅地に近
いこの北側の地域は、貴重なハンノキ林を保全すると
共に、火入れ管理をしないと湿原がどのように遷移して
いくかを経過観察するため残されています。

人 の々暮らしと箱根仙石原湿原

日本の草原の多くは、もとは森林であったものを伐
採し、火入れや採草を続けて、維持されてきたもので
す。したがって、長い年月放っておくと次第に樹木が増
え、やがては元の森林へと戻っていきます。
箱根仙石原でも、草原は生活の中でさまざまに利用さ
れてきました。6月頃には、ヨシなど青 と々伸びた草が刈り
取られ、緑肥や牛馬の飼料として、ススキも茅葺き屋根
の茅やとして利用されました。時代によっては軍用馬の
秣として村人の貴重な現金収入にもなっていました。
箱根仙石原湿原の周辺も永続的に採草地を維持す
るため、毎年3月～4月にかけて火入れが行われてきま
した。毎年おこなわれる火入れによってヨシやススキの
枯草が燃えて取り払われ、ハンノキなどの樹木の芽生え
も焼かれました。そのことによって常に陽地が維持され

た結果、ノハナショウブをはじめ、ミズチドリやトキソ
ウ、モウセンゴケといった様々な湿原植物が共存する
湿原が存続してきました。村人が生活のために火入れ
や草刈りをおこなうことによって、結果として、湿原が森
林に遷移するのを防ぎ、湿原植生が長い間維持される
ことにつながっていたのです。
しかし、人々の生活の変化によって、草原の利用が減
り、農業の機械化や化学肥料の普及、茅葺屋根の家屋
が減ったことなどから、仙石原の草原も、昭和45年に
は採草地としての役目を終え、火入れも行われなくなり
ました。その結果、灌木（かんぼく）が生えはじめ、草原
らしい景観が失われていきました。
ヨシやススキなどのイネ科植物の多くは，茎や芽（生
長点や休眠芽）が地際や地中にあり，刈り取りや採食あ
るいは野火にあっても，新たな葉をつぎつぎに再生する
ことができます．これに対して，樹木のような直立茎をも
ち休眠芽が地上部にある植物は，火に対して弱く、生育
への大きなダメージとなります．火入れは草原生植物の
保全に一定の効果をもち，火入れ管理が行われなくな
れば草原生植物の多くは森林化にともなって消失してい
きます。そこで、昔から行われていた火入れ管理をおこ
なうことでススキ草原を維持するのが最善の方法では
ないかということになり、植生と景観保護のため、箱根
仙石原湿原でも平成元年から火入れが再開されるよう
になりました。

箱根仙石原湿原を取り巻く新たな課題

火入れが再開されたことによって、湿原の森林化は
防ぐことができました。しかしながら、火入れのみの管
理では、ヨシやススキといった地下に生長点をもち、火
入れの影響を受けにくい大型になる植物のみが過繁茂
状態になってしまうことがわかってきました。これでは、

いろいろな植物が共存できる多様性の高い草原にはな
らず、小型の湿原植物は、生存が危ぶまれてしまいま
す。そこで、かつておこなわれていた青草刈りのようにヨ
シやススキといった大型になる植物を６月の成長期に
試験的に刈り取り、経過を観察する試みがおこなわれ
ています。刈り取りをおこなった場所では、ヨシやスス
キの草丈や密度が下がり、小型の湿原植物も生き残る
ことができる明るい草原になりつつあります。
また、最近では、伊豆半島や富士山、丹沢などで増え
たニホンジカが徐々に箱根に進入し、増殖していること
が問題になっています。行政が主体となって、湿原全体
を囲うように防鹿柵の設置が進められていますが、周
辺では食痕が確認されるなど、予断を許さない状況が
続いています。
日本の草原の多くは、草刈りや火入れのような人の利
用の仕方や頻度に大きく影響を受け成立したものがほ
とんどで、人が手を入れなくなってしまうとたちまち森
林へと遷移していきます。人とのかかわりのなかで、維
持されてきた箱根仙石原湿原は、神奈川県に残された
希少な湿原であり、全国的にみても貴重な湿原です。
仙石原湿原とそこに生きる生き物は我々の財産として後
世まで残していかなければならない貴重な資源です。

箱根町立湿生花園　学芸員

松江 大輔

上空からみた箱根仙石原湿原

箱根仙石原湿原植生復元区（箱根湿生花園隣接地）

仙石原（箱根町）

写真下部を左右に横断するのが
県道75号線。写真中央、県道と
樹林に囲まれた範囲が箱根仙石
原湿原。写真上部はハンノキや
ミズキが優占する樹林。

神奈川景勝50選の地

箱根仙石原湿原

国立公園特別保護地区のある仙石原湿原の一部がトラスト緑地であることをご存じでしょうか。
「かながわの景勝５０選」でもあり、県内を代表する景勝地です。
また、県内では希少な湿原地帯であり、多様な生物が棲む豊かな緑地です。
箱根仙石原湿原について、隣接する植物園・箱根町立箱根湿生花園の松江学芸員に解説いただきます。

かながわトラストみどり財団 2019 秋 「ミドリ」no.1142



箱根仙石原湿原とは

箱根仙石原湿原は、神奈川県箱根町仙石原のお
よそ標高650㍍、まわりを標高1000㍍級の山々に囲
まれたすり鉢状の地形の底にできた湿原です。県道
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箱根仙石原湿原でみられる植物

仙石原湿原は一見すると、平坦な土地にヨシやスス
キだけが茂る単調な草原に見えますが、中に入ると乾
いた所や湿った所、湧水や小流路も存在します。それぞ
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そのなかでも、年間の水位変動が少なく、貧栄養な
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ど非常に小型の植物が群落を形成しています。湧水を
少し離れると、草丈の低いチゴザサやアゼスゲが植物
群落を形成しています。絶滅危惧種のトキソウやミズチ
ドリ、ミズトンボといった野生ラン、秋にはアケボノソ
ウやサワギキョウ、サワシロギクなどが群れ咲きます。
また、徐々に遠ざかるとヨシの密度が増し、草丈の高い
群落を形成するようになります。現在では湿原の広い
面積をこのヨシが優占する群落が占めています。
台ヶ岳から続く台地や小丘のように比高が高く乾き
やすい環境では、ススキやシバが優占します。繁茂す
るススキに混じって、秋の七草としても有名なカワラナ
デシコやオミナエシ、ヤマハギ、ワレモコウなどを見るこ
とができます。
箱根湿生花園に水を引き込んでいる用水路を境にし
て北側の区域は、樹高8ｍ前後のミズキやマユミ、コブ
シなどの木本群落が広がっています。そのなかでも、地
下水位が高く湿った立地には、ハンノキ林が帯状に分
布しています。まとまった面積を有するハンノキ林は、県
内でも稀で、貴重な林となっています。林内にはタニヘ
ゴなど県内稀産種も生育し、ハンノキを食草とするミド
リシジミ（蝶）の群発地にもなっています。住宅地に近
いこの北側の地域は、貴重なハンノキ林を保全すると
共に、火入れ管理をしないと湿原がどのように遷移して
いくかを経過観察するため残されています。

人 の々暮らしと箱根仙石原湿原

日本の草原の多くは、もとは森林であったものを伐
採し、火入れや採草を続けて、維持されてきたもので
す。したがって、長い年月放っておくと次第に樹木が増
え、やがては元の森林へと戻っていきます。
箱根仙石原でも、草原は生活の中でさまざまに利用さ
れてきました。6月頃には、ヨシなど青 と々伸びた草が刈り
取られ、緑肥や牛馬の飼料として、ススキも茅葺き屋根
の茅やとして利用されました。時代によっては軍用馬の
秣として村人の貴重な現金収入にもなっていました。
箱根仙石原湿原の周辺も永続的に採草地を維持す
るため、毎年3月～4月にかけて火入れが行われてきま
した。毎年おこなわれる火入れによってヨシやススキの
枯草が燃えて取り払われ、ハンノキなどの樹木の芽生え
も焼かれました。そのことによって常に陽地が維持され

た結果、ノハナショウブをはじめ、ミズチドリやトキソ
ウ、モウセンゴケといった様々な湿原植物が共存する
湿原が存続してきました。村人が生活のために火入れ
や草刈りをおこなうことによって、結果として、湿原が森
林に遷移するのを防ぎ、湿原植生が長い間維持される
ことにつながっていたのです。
しかし、人々の生活の変化によって、草原の利用が減
り、農業の機械化や化学肥料の普及、茅葺屋根の家屋
が減ったことなどから、仙石原の草原も、昭和45年に
は採草地としての役目を終え、火入れも行われなくなり
ました。その結果、灌木（かんぼく）が生えはじめ、草原
らしい景観が失われていきました。
ヨシやススキなどのイネ科植物の多くは，茎や芽（生
長点や休眠芽）が地際や地中にあり，刈り取りや採食あ
るいは野火にあっても，新たな葉をつぎつぎに再生する
ことができます．これに対して，樹木のような直立茎をも
ち休眠芽が地上部にある植物は，火に対して弱く、生育
への大きなダメージとなります．火入れは草原生植物の
保全に一定の効果をもち，火入れ管理が行われなくな
れば草原生植物の多くは森林化にともなって消失してい
きます。そこで、昔から行われていた火入れ管理をおこ
なうことでススキ草原を維持するのが最善の方法では
ないかということになり、植生と景観保護のため、箱根
仙石原湿原でも平成元年から火入れが再開されるよう
になりました。

箱根仙石原湿原を取り巻く新たな課題

火入れが再開されたことによって、湿原の森林化は
防ぐことができました。しかしながら、火入れのみの管
理では、ヨシやススキといった地下に生長点をもち、火
入れの影響を受けにくい大型になる植物のみが過繁茂
状態になってしまうことがわかってきました。これでは、

いろいろな植物が共存できる多様性の高い草原にはな
らず、小型の湿原植物は、生存が危ぶまれてしまいま
す。そこで、かつておこなわれていた青草刈りのようにヨ
シやススキといった大型になる植物を６月の成長期に
試験的に刈り取り、経過を観察する試みがおこなわれ
ています。刈り取りをおこなった場所では、ヨシやスス
キの草丈や密度が下がり、小型の湿原植物も生き残る
ことができる明るい草原になりつつあります。
また、最近では、伊豆半島や富士山、丹沢などで増え
たニホンジカが徐々に箱根に進入し、増殖していること
が問題になっています。行政が主体となって、湿原全体
を囲うように防鹿柵の設置が進められていますが、周
辺では食痕が確認されるなど、予断を許さない状況が
続いています。
日本の草原の多くは、草刈りや火入れのような人の利
用の仕方や頻度に大きく影響を受け成立したものがほ
とんどで、人が手を入れなくなってしまうとたちまち森
林へと遷移していきます。人とのかかわりのなかで、維
持されてきた箱根仙石原湿原は、神奈川県に残された
希少な湿原であり、全国的にみても貴重な湿原です。
仙石原湿原とそこに生きる生き物は我々の財産として後
世まで残していかなければならない貴重な資源です。

かつて湿原を紫に染めたといわれるノハナショウブ

国指定天然記念物の石柱
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箱根仙石原湿原とは

箱根仙石原湿原は、神奈川県箱根町仙石原のお
よそ標高650㍍、まわりを標高1000㍍級の山々に囲
まれたすり鉢状の地形の底にできた湿原です。県道
をはさんだすぐ隣には、景勝地として有名な台ヶ岳
のススキ草原があります。
この湿原を涵養している水は、台ヶ岳の裾からし
み出す湧水と豊富な雨水によるものです。ススキの
生える台地の縁は小さな崖のような地形になってお
り、その下から僅かに水がしみ出しています。縁から
流れ出た水は、湿原の中を北に向かってゆるやかに
流れ、最終的には早川に流れ込みます。また、仙石
原周辺は、箱根のなかでも極端に雨が多い地域で
年間約3000㍉近い降雨があります。この豊富な雨
が湧水を維持するとともに、直接、湿原を潤わすこ
とに役立っています。
仙石原湿原の西の隅には国の天然記念物に指定
された区画があり、国指定の天然記念物であること

を記した石柱が立てら
れています。箱根仙石
原湿原が、国指定の天
然記念物になったのは
昭和9年のことで、東京
帝国大学（現在の東京
大学）の三好学博士が
仙石原湿原を訪れ、一
面に咲き乱れるノハナショウブを見て、この地をノハナ
ショウブの群生地として天然記念物に指定することに
決めたといわれています。当時は、一帯が村の共有草
地で、牛馬の飼料や緑肥として村人の生活に利用され
ていたこともあり、湿原のごく一部だけが指定されまし
た。かつては、仙石原から芦ノ湖にかけての湿潤な土
地には小規模な湿原が点在していましたが、その後の
開発などによって、ほとんどが失われ、現在、湿原とし
て残されているのは、この天然記念物指定地とその周
辺のみとなっています。

箱根仙石原湿原でみられる植物

仙石原湿原は一見すると、平坦な土地にヨシやスス
キだけが茂る単調な草原に見えますが、中に入ると乾
いた所や湿った所、湧水や小流路も存在します。それぞ
れの環境に対応して異なる植物が生えており、小さな
面積にもかかわらず多様な植物が生育しています。仙
石原の湿原や草原に生える植物は、およそ250種類
で、そのうち、湿原性のものが約70種類を占めます。こ
の中には、神奈川県ではここでしか見ることのできない
種類も数多く含まれています。

県道の北側から、箱根湿生花園に水を引き込んでいる
用水路までの間は、毎年3～4月に火入れがおこなわれて

いる場所で、草本植物主体の群落が形成されています。
そのなかでも、年間の水位変動が少なく、貧栄養な
湧水地の周辺ではオオミズゴケやモウセンゴケ、ウメバ
チソウ、カキラン、コイヌノハナヒゲ、コシンジュガヤな
ど非常に小型の植物が群落を形成しています。湧水を
少し離れると、草丈の低いチゴザサやアゼスゲが植物
群落を形成しています。絶滅危惧種のトキソウやミズチ
ドリ、ミズトンボといった野生ラン、秋にはアケボノソ
ウやサワギキョウ、サワシロギクなどが群れ咲きます。
また、徐々に遠ざかるとヨシの密度が増し、草丈の高い
群落を形成するようになります。現在では湿原の広い
面積をこのヨシが優占する群落が占めています。
台ヶ岳から続く台地や小丘のように比高が高く乾き
やすい環境では、ススキやシバが優占します。繁茂す
るススキに混じって、秋の七草としても有名なカワラナ
デシコやオミナエシ、ヤマハギ、ワレモコウなどを見るこ
とができます。
箱根湿生花園に水を引き込んでいる用水路を境にし
て北側の区域は、樹高8ｍ前後のミズキやマユミ、コブ
シなどの木本群落が広がっています。そのなかでも、地
下水位が高く湿った立地には、ハンノキ林が帯状に分
布しています。まとまった面積を有するハンノキ林は、県
内でも稀で、貴重な林となっています。林内にはタニヘ
ゴなど県内稀産種も生育し、ハンノキを食草とするミド
リシジミ（蝶）の群発地にもなっています。住宅地に近
いこの北側の地域は、貴重なハンノキ林を保全すると
共に、火入れ管理をしないと湿原がどのように遷移して
いくかを経過観察するため残されています。

人 の々暮らしと箱根仙石原湿原

日本の草原の多くは、もとは森林であったものを伐
採し、火入れや採草を続けて、維持されてきたもので
す。したがって、長い年月放っておくと次第に樹木が増
え、やがては元の森林へと戻っていきます。
箱根仙石原でも、草原は生活の中でさまざまに利用さ
れてきました。6月頃には、ヨシなど青 と々伸びた草が刈り
取られ、緑肥や牛馬の飼料として、ススキも茅葺き屋根
の茅やとして利用されました。時代によっては軍用馬の
秣として村人の貴重な現金収入にもなっていました。
箱根仙石原湿原の周辺も永続的に採草地を維持す
るため、毎年3月～4月にかけて火入れが行われてきま
した。毎年おこなわれる火入れによってヨシやススキの
枯草が燃えて取り払われ、ハンノキなどの樹木の芽生え
も焼かれました。そのことによって常に陽地が維持され

た結果、ノハナショウブをはじめ、ミズチドリやトキソ
ウ、モウセンゴケといった様々な湿原植物が共存する
湿原が存続してきました。村人が生活のために火入れ
や草刈りをおこなうことによって、結果として、湿原が森
林に遷移するのを防ぎ、湿原植生が長い間維持される
ことにつながっていたのです。
しかし、人々の生活の変化によって、草原の利用が減
り、農業の機械化や化学肥料の普及、茅葺屋根の家屋
が減ったことなどから、仙石原の草原も、昭和45年に
は採草地としての役目を終え、火入れも行われなくなり
ました。その結果、灌木（かんぼく）が生えはじめ、草原
らしい景観が失われていきました。
ヨシやススキなどのイネ科植物の多くは，茎や芽（生
長点や休眠芽）が地際や地中にあり，刈り取りや採食あ
るいは野火にあっても，新たな葉をつぎつぎに再生する
ことができます．これに対して，樹木のような直立茎をも
ち休眠芽が地上部にある植物は，火に対して弱く、生育
への大きなダメージとなります．火入れは草原生植物の
保全に一定の効果をもち，火入れ管理が行われなくな
れば草原生植物の多くは森林化にともなって消失してい
きます。そこで、昔から行われていた火入れ管理をおこ
なうことでススキ草原を維持するのが最善の方法では
ないかということになり、植生と景観保護のため、箱根
仙石原湿原でも平成元年から火入れが再開されるよう
になりました。

箱根仙石原湿原を取り巻く新たな課題

火入れが再開されたことによって、湿原の森林化は
防ぐことができました。しかしながら、火入れのみの管
理では、ヨシやススキといった地下に生長点をもち、火
入れの影響を受けにくい大型になる植物のみが過繁茂
状態になってしまうことがわかってきました。これでは、

いろいろな植物が共存できる多様性の高い草原にはな
らず、小型の湿原植物は、生存が危ぶまれてしまいま
す。そこで、かつておこなわれていた青草刈りのようにヨ
シやススキといった大型になる植物を６月の成長期に
試験的に刈り取り、経過を観察する試みがおこなわれ
ています。刈り取りをおこなった場所では、ヨシやスス
キの草丈や密度が下がり、小型の湿原植物も生き残る
ことができる明るい草原になりつつあります。
また、最近では、伊豆半島や富士山、丹沢などで増え
たニホンジカが徐々に箱根に進入し、増殖していること
が問題になっています。行政が主体となって、湿原全体
を囲うように防鹿柵の設置が進められていますが、周
辺では食痕が確認されるなど、予断を許さない状況が
続いています。
日本の草原の多くは、草刈りや火入れのような人の利
用の仕方や頻度に大きく影響を受け成立したものがほ
とんどで、人が手を入れなくなってしまうとたちまち森
林へと遷移していきます。人とのかかわりのなかで、維
持されてきた箱根仙石原湿原は、神奈川県に残された
希少な湿原であり、全国的にみても貴重な湿原です。
仙石原湿原とそこに生きる生き物は我々の財産として後
世まで残していかなければならない貴重な資源です。食虫植物として有名なモウセンゴケ

トキソウ

神奈川県内では箱根
仙石原の湿原にのみ生
育し、生育数も極めて
少ない。

ミズチドリ

花は多数つき白色で僅
かに芳香がある。神奈
川県下で現存が確認さ
れているのは箱根仙石
原のみ。
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箱根仙石原湿原とは

箱根仙石原湿原は、神奈川県箱根町仙石原のお
よそ標高650㍍、まわりを標高1000㍍級の山々に囲
まれたすり鉢状の地形の底にできた湿原です。県道
をはさんだすぐ隣には、景勝地として有名な台ヶ岳
のススキ草原があります。
この湿原を涵養している水は、台ヶ岳の裾からし
み出す湧水と豊富な雨水によるものです。ススキの
生える台地の縁は小さな崖のような地形になってお
り、その下から僅かに水がしみ出しています。縁から
流れ出た水は、湿原の中を北に向かってゆるやかに
流れ、最終的には早川に流れ込みます。また、仙石
原周辺は、箱根のなかでも極端に雨が多い地域で
年間約3000㍉近い降雨があります。この豊富な雨
が湧水を維持するとともに、直接、湿原を潤わすこ
とに役立っています。
仙石原湿原の西の隅には国の天然記念物に指定
された区画があり、国指定の天然記念物であること

を記した石柱が立てら
れています。箱根仙石
原湿原が、国指定の天
然記念物になったのは
昭和9年のことで、東京
帝国大学（現在の東京
大学）の三好学博士が
仙石原湿原を訪れ、一
面に咲き乱れるノハナショウブを見て、この地をノハナ
ショウブの群生地として天然記念物に指定することに
決めたといわれています。当時は、一帯が村の共有草
地で、牛馬の飼料や緑肥として村人の生活に利用され
ていたこともあり、湿原のごく一部だけが指定されまし
た。かつては、仙石原から芦ノ湖にかけての湿潤な土
地には小規模な湿原が点在していましたが、その後の
開発などによって、ほとんどが失われ、現在、湿原とし
て残されているのは、この天然記念物指定地とその周
辺のみとなっています。

箱根仙石原湿原でみられる植物

仙石原湿原は一見すると、平坦な土地にヨシやスス
キだけが茂る単調な草原に見えますが、中に入ると乾
いた所や湿った所、湧水や小流路も存在します。それぞ
れの環境に対応して異なる植物が生えており、小さな
面積にもかかわらず多様な植物が生育しています。仙
石原の湿原や草原に生える植物は、およそ250種類
で、そのうち、湿原性のものが約70種類を占めます。こ
の中には、神奈川県ではここでしか見ることのできない
種類も数多く含まれています。

県道の北側から、箱根湿生花園に水を引き込んでいる
用水路までの間は、毎年3～4月に火入れがおこなわれて

いる場所で、草本植物主体の群落が形成されています。
そのなかでも、年間の水位変動が少なく、貧栄養な
湧水地の周辺ではオオミズゴケやモウセンゴケ、ウメバ
チソウ、カキラン、コイヌノハナヒゲ、コシンジュガヤな
ど非常に小型の植物が群落を形成しています。湧水を
少し離れると、草丈の低いチゴザサやアゼスゲが植物
群落を形成しています。絶滅危惧種のトキソウやミズチ
ドリ、ミズトンボといった野生ラン、秋にはアケボノソ
ウやサワギキョウ、サワシロギクなどが群れ咲きます。
また、徐々に遠ざかるとヨシの密度が増し、草丈の高い
群落を形成するようになります。現在では湿原の広い
面積をこのヨシが優占する群落が占めています。
台ヶ岳から続く台地や小丘のように比高が高く乾き
やすい環境では、ススキやシバが優占します。繁茂す
るススキに混じって、秋の七草としても有名なカワラナ
デシコやオミナエシ、ヤマハギ、ワレモコウなどを見るこ
とができます。
箱根湿生花園に水を引き込んでいる用水路を境にし
て北側の区域は、樹高8ｍ前後のミズキやマユミ、コブ
シなどの木本群落が広がっています。そのなかでも、地
下水位が高く湿った立地には、ハンノキ林が帯状に分
布しています。まとまった面積を有するハンノキ林は、県
内でも稀で、貴重な林となっています。林内にはタニヘ
ゴなど県内稀産種も生育し、ハンノキを食草とするミド
リシジミ（蝶）の群発地にもなっています。住宅地に近
いこの北側の地域は、貴重なハンノキ林を保全すると
共に、火入れ管理をしないと湿原がどのように遷移して
いくかを経過観察するため残されています。

人 の々暮らしと箱根仙石原湿原

日本の草原の多くは、もとは森林であったものを伐
採し、火入れや採草を続けて、維持されてきたもので
す。したがって、長い年月放っておくと次第に樹木が増
え、やがては元の森林へと戻っていきます。
箱根仙石原でも、草原は生活の中でさまざまに利用さ
れてきました。6月頃には、ヨシなど青 と々伸びた草が刈り
取られ、緑肥や牛馬の飼料として、ススキも茅葺き屋根
の茅やとして利用されました。時代によっては軍用馬の
秣として村人の貴重な現金収入にもなっていました。
箱根仙石原湿原の周辺も永続的に採草地を維持す
るため、毎年3月～4月にかけて火入れが行われてきま
した。毎年おこなわれる火入れによってヨシやススキの
枯草が燃えて取り払われ、ハンノキなどの樹木の芽生え
も焼かれました。そのことによって常に陽地が維持され

た結果、ノハナショウブをはじめ、ミズチドリやトキソ
ウ、モウセンゴケといった様々な湿原植物が共存する
湿原が存続してきました。村人が生活のために火入れ
や草刈りをおこなうことによって、結果として、湿原が森
林に遷移するのを防ぎ、湿原植生が長い間維持される
ことにつながっていたのです。
しかし、人々の生活の変化によって、草原の利用が減
り、農業の機械化や化学肥料の普及、茅葺屋根の家屋
が減ったことなどから、仙石原の草原も、昭和45年に
は採草地としての役目を終え、火入れも行われなくなり
ました。その結果、灌木（かんぼく）が生えはじめ、草原
らしい景観が失われていきました。
ヨシやススキなどのイネ科植物の多くは，茎や芽（生
長点や休眠芽）が地際や地中にあり，刈り取りや採食あ
るいは野火にあっても，新たな葉をつぎつぎに再生する
ことができます．これに対して，樹木のような直立茎をも
ち休眠芽が地上部にある植物は，火に対して弱く、生育
への大きなダメージとなります．火入れは草原生植物の
保全に一定の効果をもち，火入れ管理が行われなくな
れば草原生植物の多くは森林化にともなって消失してい
きます。そこで、昔から行われていた火入れ管理をおこ
なうことでススキ草原を維持するのが最善の方法では
ないかということになり、植生と景観保護のため、箱根
仙石原湿原でも平成元年から火入れが再開されるよう
になりました。

箱根仙石原湿原を取り巻く新たな課題

火入れが再開されたことによって、湿原の森林化は
防ぐことができました。しかしながら、火入れのみの管
理では、ヨシやススキといった地下に生長点をもち、火
入れの影響を受けにくい大型になる植物のみが過繁茂
状態になってしまうことがわかってきました。これでは、

箱根仙石原湿原の中は一般の方は、立ち入
り禁止となっています。そのため、間近で湿原
の花々を観察することは出来ません。箱根仙
石原湿原に隣接する植物園・箱根町立箱根湿
生花園には、広さ約2ヘクタールの箱根仙石原
湿原植生復元区という、地元の湿原植物を維
持管理している場所があります。箱根仙石原
湿原植生復元区では、火入れ区・火入れおよび
刈取り区・対照区の3つが設けられており、管
理手法の違いによる植生変化の様子を観察す
ることができます。

箱根仙石原湿原植生復元区

箱根湿生花園

いろいろな植物が共存できる多様性の高い草原にはな
らず、小型の湿原植物は、生存が危ぶまれてしまいま
す。そこで、かつておこなわれていた青草刈りのようにヨ
シやススキといった大型になる植物を６月の成長期に
試験的に刈り取り、経過を観察する試みがおこなわれ
ています。刈り取りをおこなった場所では、ヨシやスス
キの草丈や密度が下がり、小型の湿原植物も生き残る
ことができる明るい草原になりつつあります。
また、最近では、伊豆半島や富士山、丹沢などで増え
たニホンジカが徐々に箱根に進入し、増殖していること
が問題になっています。行政が主体となって、湿原全体
を囲うように防鹿柵の設置が進められていますが、周
辺では食痕が確認されるなど、予断を許さない状況が
続いています。
日本の草原の多くは、草刈りや火入れのような人の利
用の仕方や頻度に大きく影響を受け成立したものがほ
とんどで、人が手を入れなくなってしまうとたちまち森
林へと遷移していきます。人とのかかわりのなかで、維
持されてきた箱根仙石原湿原は、神奈川県に残された
希少な湿原であり、全国的にみても貴重な湿原です。
仙石原湿原とそこに生きる生き物は我々の財産として後
世まで残していかなければならない貴重な資源です。

日本の湿性地帯の200種の植物など、
湿原植物園として鑑賞・散策ができる。
箱根町仙石原817

トラスト会員は会員証提示で割引されます。

0460-84-7293

会員証の
ご提示で

入園料金（税込）
大人700円→600円 小学生400円→300円

プロフィール

松江 大輔
箱根町立湿生花園　学芸員
箱根町立湿生花園において
園内植物の育成管理を担う。

火入れと青草刈りの効果

火入れと草刈りをおこなうことで草丈が低く明るい草原になった

枯草や侵入した樹木の
芽生えが残る

枯草や樹木の芽生えは
燃えてしまうが
生長点が地下にある草
本類は影響を受けない

樹木の芽生えはダメージ
を受けずそのまま成長

地表には枯草が堆積し
樹木も成長する

草本類は地下に蓄えた
養分で急激に成長する

大型になるヨシやススキの
草丈が抑えられ多様な植物
が共存できる草原になる

湿原や草原の植物は生育
できない

大型になるヨシやススキ
が過繁茂してしまい植物
の多様性は低くなる

何もしない

何もしない

森林化

火入れ

青草刈り

冬

春

春

初夏

数年後

火入れと青草刈り

火入れのみ

対照区（10～30年後）

まつ    え       だい   すけ
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ダ植物は胞子で増えるので、生育に適する

環境があればどこでも様々なシダが出現す

る可能性があります。箱根の山頂付近は温帯性

の植物が生育するエリアですが、近くに一年を通

して15℃位の冷気が出ている風穴があり、この他

のシダ植物が入り込めない環境に伊豆半島まで

分布が知られていた暖性のシダ、ホウノカワシダ

が生育しています。生育に必要な気温の最低条

件を満たしているようで、このようなシダが育つこ

とができるのです。シダの生育の条件には、この

他、水分、光があり、シダの種類によって適する条

件に違いがあるので、それぞれの場所によって特

徴のある種類のシダが育つのです。

ヒメオニヤブソテツ

オニヤブソテツ

奈川県は太平洋に面し、丹沢や箱根の山を

控え自然豊かなところに位置しています。そ

の豊かな自然環境の中、多くのシダ植物の生育が

見られます。2018年の神奈川県植物誌には30科

約390種に及ぶシダ植物が示されています。そん

な神奈川の自然環境にうまく適応して生育してい

るシダを紹介したいと思います。

に面した海岸は、植物にとっては生育環境

として非常に厳しい場所です。直射日光は

強く、潮風がまともに吹き掛け、水分も十分でない

ところでは植物のほとんどは生育できません。し

かし、そんな厳しい状況の岩場、まさに波打ち際

に一番近いところに生育するのがヒメオニヤブソ

テツです。わずか5ｃｍに満たない株でも岩の隙

間にしっかり根をおろし、光沢のある葉は厚く、葉

裏には胞子もでき繁殖しています。海からすこし

離れればオニヤブソテツ、ハマホラシノブの生育も

見られます。海岸からさらに遠ざかれば林内のナ

ガバヤブソテツへと移行していきます。海岸性のシ

ダ植物は一般的には葉が厚く光沢のあるものが

多く、三浦海岸や真鶴半島で多くのシダを観察で

きます。

の庭や石垣、私達が生活する場所でも多く

のシダを見ることができます。イヌワラビに

イノモトソウ、ノキシノブ、カニクサなどは日常的に

見かけられます。カニクサはツル性のシダで周囲

の木々に絡みつき上へ上へと伸びていきます。その

丈夫なツルは三味線の弦の強さに例えられ、シャ

ミセンヅルの別名があるほどです。最近、とくによ

く目にするようになったシダには、ホウライシダやイ

ヌケホシダがあげられます。もともとは園芸種とし

て温室で見かけることが多かったこれらのシダは

逸出や温暖化の影響と思われ、市街地の川岸や

石垣の隙間に多く生育してます。

川の下流域の河原にはイヌドクサが、水のよ

どみには水面に浮かぶオオアカウキクサや

アカウキクサが見られますが、最近は外来のアカ

ウキクサが辺り一面を染めるように繁殖する光景

も見られ、もともと生育していた在来の植生が見

られなくなってしまった水域もあります。この外来

植物はクレソン栽培の水田から逸出したものと思

われます。

平野の水田では一時、除草剤の影響で植物が

減少してしまいましたが、農薬使用法改善の結

果、徐々に回復傾向にあり、現れたり消えたりを繰

り返しています。水田や湿地、池などに生育するシ

ダには、デンジソウ、ミズワラビ、ミズニラ、サン

ショウモなどがあげられます。ミズワラビは一年生

で春先に胞子から発芽して成長し、秋には胞子を

つくって枯れてしまいます。休耕田は一般植物を

含め、水性シダの観察地に適しています。

陵から山麓の温暖な地域には、常緑樹であ

るタブノキ、クスノキ、スダジイ、ヤブツバキな

どの林があり、スギ、ヒノキなどの植林地や雑木林

が広がり、シダ植物にとって良い生息地となって

います。林床にはイノデやリョウメンシダの群落、多

くのカナワラビ類、ヤブソテツ類、ベニシダ、イタチ

シダ、フモトシダ、ウラジロ、コシダをはじめ、多く

の暖帯性のシダ植物が生育し、神奈川県の地名

のついたものも多くあります。ハコネシダ、ハコネ

オオクジャクシダ、ドウリョウイノデ、ハタジュクイ

ノデ、ハコネイノデ、ミドリイノデ、ヨコハマイノデな

ど、これらは当然、県内で初めて発見されたもの

です。

大木や崖には着生シダであるコケシノブ類、ハ

イホラゴケ類、マメヅタ、ノキシノブなどが生育しま

す。ハナワラビ類は初夏から冬にかけて見ること

ができます。中には冬に葉が紅変するものもあり

ます。伊豆七島のシチトウハナワラビも今では県

内各地で生育が確認されています。スギ林は寒さ

を防ぎ適度な湿度を保つ上、温暖化の影響もあ

り、南に生育するはずのシダが時として思わぬとこ

ろに顔を出すこともあります。今までは伊豆半島ま

での分布だったシダが神奈川県内で見られるよう

になったシダには、ユノミネシダ、コクモウクジャ

ク、シロヤマシダ類、ヌリトラノオ、ミヤマノコギリ

シダ類、この他にもまだまだ数多くあります。

地ではブナ、ミズナラなどの温帯性の樹木が

生育する中で、オシダ、シラネワラビ、ミヤマ

ノキシノブ、オシャグジデンダ、ウスヒメワラビなど

が生育しています。オオクボシダは岩場や樹木に

着生する箱根で初めて発見されたシダで、わずか数

センチのコケのようで見つけにくいものですが、葉

の裏を見てみるとしっかりと胞子をつけています。

神奈川の山では今、シカの食害が進み、貴重な

植物が絶滅の危機に瀕しています。絶滅したと思

われた後、丹沢、山北で発見されたタチヒメワラビ

もかろうじて食害を免れた状況で、小型のものば

かりでした。シカの食べないオオバノイノモトソウ

やイワヒメワラビばかりになっているところもあり

ます。さらにはイノシシも土をほじくり返してしま

い、山は荒れていくばかりでシダにとっても対策は

急がれます。

カニクサ

神

海

家

神 奈 川 のシダ 植 物

陣野 一郎・松岡 輝宏小田原シダ研究グループ事務局

じん    の        いち   ろう まつ   おか      てる   ひろ
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ダ植物は胞子で増えるので、生育に適する

環境があればどこでも様々なシダが出現す

る可能性があります。箱根の山頂付近は温帯性

の植物が生育するエリアですが、近くに一年を通

して15℃位の冷気が出ている風穴があり、この他

のシダ植物が入り込めない環境に伊豆半島まで

分布が知られていた暖性のシダ、ホウノカワシダ

が生育しています。生育に必要な気温の最低条

件を満たしているようで、このようなシダが育つこ

とができるのです。シダの生育の条件には、この

他、水分、光があり、シダの種類によって適する条

件に違いがあるので、それぞれの場所によって特

徴のある種類のシダが育つのです。

奈川県は太平洋に面し、丹沢や箱根の山を

控え自然豊かなところに位置しています。そ

の豊かな自然環境の中、多くのシダ植物の生育が

見られます。2018年の神奈川県植物誌には30科

約390種に及ぶシダ植物が示されています。そん

な神奈川の自然環境にうまく適応して生育してい

るシダを紹介したいと思います。

に面した海岸は、植物にとっては生育環境

として非常に厳しい場所です。直射日光は

強く、潮風がまともに吹き掛け、水分も十分でない

ところでは植物のほとんどは生育できません。し

かし、そんな厳しい状況の岩場、まさに波打ち際

に一番近いところに生育するのがヒメオニヤブソ

テツです。わずか5ｃｍに満たない株でも岩の隙

間にしっかり根をおろし、光沢のある葉は厚く、葉

裏には胞子もでき繁殖しています。海からすこし

離れればオニヤブソテツ、ハマホラシノブの生育も

見られます。海岸からさらに遠ざかれば林内のナ

ガバヤブソテツへと移行していきます。海岸性のシ

ダ植物は一般的には葉が厚く光沢のあるものが

多く、三浦海岸や真鶴半島で多くのシダを観察で

きます。

の庭や石垣、私達が生活する場所でも多く

のシダを見ることができます。イヌワラビに

イノモトソウ、ノキシノブ、カニクサなどは日常的に

見かけられます。カニクサはツル性のシダで周囲

の木々に絡みつき上へ上へと伸びていきます。その

丈夫なツルは三味線の弦の強さに例えられ、シャ

ミセンヅルの別名があるほどです。最近、とくによ

く目にするようになったシダには、ホウライシダやイ

ヌケホシダがあげられます。もともとは園芸種とし

て温室で見かけることが多かったこれらのシダは

逸出や温暖化の影響と思われ、市街地の川岸や

石垣の隙間に多く生育してます。

川の下流域の河原にはイヌドクサが、水のよ

どみには水面に浮かぶオオアカウキクサや

アカウキクサが見られますが、最近は外来のアカ

ウキクサが辺り一面を染めるように繁殖する光景

も見られ、もともと生育していた在来の植生が見

られなくなってしまった水域もあります。この外来

植物はクレソン栽培の水田から逸出したものと思

われます。

平野の水田では一時、除草剤の影響で植物が

減少してしまいましたが、農薬使用法改善の結

果、徐々に回復傾向にあり、現れたり消えたりを繰

り返しています。水田や湿地、池などに生育するシ

ダには、デンジソウ、ミズワラビ、ミズニラ、サン

ショウモなどがあげられます。ミズワラビは一年生

で春先に胞子から発芽して成長し、秋には胞子を

つくって枯れてしまいます。休耕田は一般植物を

含め、水性シダの観察地に適しています。

陵から山麓の温暖な地域には、常緑樹であ

るタブノキ、クスノキ、スダジイ、ヤブツバキな

どの林があり、スギ、ヒノキなどの植林地や雑木林

が広がり、シダ植物にとって良い生息地となって

います。林床にはイノデやリョウメンシダの群落、多

くのカナワラビ類、ヤブソテツ類、ベニシダ、イタチ

シダ、フモトシダ、ウラジロ、コシダをはじめ、多く

の暖帯性のシダ植物が生育し、神奈川県の地名

のついたものも多くあります。ハコネシダ、ハコネ

オオクジャクシダ、ドウリョウイノデ、ハタジュクイ

ノデ、ハコネイノデ、ミドリイノデ、ヨコハマイノデな

ど、これらは当然、県内で初めて発見されたもの

です。

大木や崖には着生シダであるコケシノブ類、ハ

イホラゴケ類、マメヅタ、ノキシノブなどが生育しま

す。ハナワラビ類は初夏から冬にかけて見ること

ができます。中には冬に葉が紅変するものもあり

ます。伊豆七島のシチトウハナワラビも今では県

内各地で生育が確認されています。スギ林は寒さ

を防ぎ適度な湿度を保つ上、温暖化の影響もあ

り、南に生育するはずのシダが時として思わぬとこ

ろに顔を出すこともあります。今までは伊豆半島ま

での分布だったシダが神奈川県内で見られるよう

になったシダには、ユノミネシダ、コクモウクジャ

ク、シロヤマシダ類、ヌリトラノオ、ミヤマノコギリ

シダ類、この他にもまだまだ数多くあります。

地ではブナ、ミズナラなどの温帯性の樹木が

生育する中で、オシダ、シラネワラビ、ミヤマ

ノキシノブ、オシャグジデンダ、ウスヒメワラビなど

が生育しています。オオクボシダは岩場や樹木に

着生する箱根で初めて発見されたシダで、わずか数

センチのコケのようで見つけにくいものですが、葉

の裏を見てみるとしっかりと胞子をつけています。

神奈川の山では今、シカの食害が進み、貴重な

植物が絶滅の危機に瀕しています。絶滅したと思

われた後、丹沢、山北で発見されたタチヒメワラビ

もかろうじて食害を免れた状況で、小型のものば

かりでした。シカの食べないオオバノイノモトソウ

やイワヒメワラビばかりになっているところもあり

ます。さらにはイノシシも土をほじくり返してしま

い、山は荒れていくばかりでシダにとっても対策は

急がれます。

オオアカウキクサ（帰化）

ミズワラビ

ベニシダ

ウラジロ

河

丘
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ダ植物は胞子で増えるので、生育に適する

環境があればどこでも様々なシダが出現す

る可能性があります。箱根の山頂付近は温帯性

の植物が生育するエリアですが、近くに一年を通

して15℃位の冷気が出ている風穴があり、この他

のシダ植物が入り込めない環境に伊豆半島まで

分布が知られていた暖性のシダ、ホウノカワシダ

が生育しています。生育に必要な気温の最低条

件を満たしているようで、このようなシダが育つこ

とができるのです。シダの生育の条件には、この

他、水分、光があり、シダの種類によって適する条

件に違いがあるので、それぞれの場所によって特

徴のある種類のシダが育つのです。

奈川県は太平洋に面し、丹沢や箱根の山を

控え自然豊かなところに位置しています。そ

の豊かな自然環境の中、多くのシダ植物の生育が

見られます。2018年の神奈川県植物誌には30科

約390種に及ぶシダ植物が示されています。そん

な神奈川の自然環境にうまく適応して生育してい

るシダを紹介したいと思います。

に面した海岸は、植物にとっては生育環境

として非常に厳しい場所です。直射日光は

強く、潮風がまともに吹き掛け、水分も十分でない

ところでは植物のほとんどは生育できません。し

かし、そんな厳しい状況の岩場、まさに波打ち際

に一番近いところに生育するのがヒメオニヤブソ

テツです。わずか5ｃｍに満たない株でも岩の隙

間にしっかり根をおろし、光沢のある葉は厚く、葉

裏には胞子もでき繁殖しています。海からすこし

離れればオニヤブソテツ、ハマホラシノブの生育も

見られます。海岸からさらに遠ざかれば林内のナ

ガバヤブソテツへと移行していきます。海岸性のシ

ダ植物は一般的には葉が厚く光沢のあるものが

多く、三浦海岸や真鶴半島で多くのシダを観察で

きます。

の庭や石垣、私達が生活する場所でも多く

のシダを見ることができます。イヌワラビに

イノモトソウ、ノキシノブ、カニクサなどは日常的に

見かけられます。カニクサはツル性のシダで周囲

の木々に絡みつき上へ上へと伸びていきます。その

丈夫なツルは三味線の弦の強さに例えられ、シャ

ミセンヅルの別名があるほどです。最近、とくによ

く目にするようになったシダには、ホウライシダやイ

ヌケホシダがあげられます。もともとは園芸種とし

て温室で見かけることが多かったこれらのシダは

逸出や温暖化の影響と思われ、市街地の川岸や

石垣の隙間に多く生育してます。

川の下流域の河原にはイヌドクサが、水のよ

どみには水面に浮かぶオオアカウキクサや

アカウキクサが見られますが、最近は外来のアカ

ウキクサが辺り一面を染めるように繁殖する光景

も見られ、もともと生育していた在来の植生が見

られなくなってしまった水域もあります。この外来

植物はクレソン栽培の水田から逸出したものと思

われます。

平野の水田では一時、除草剤の影響で植物が

減少してしまいましたが、農薬使用法改善の結

果、徐々に回復傾向にあり、現れたり消えたりを繰

り返しています。水田や湿地、池などに生育するシ

ダには、デンジソウ、ミズワラビ、ミズニラ、サン

ショウモなどがあげられます。ミズワラビは一年生

で春先に胞子から発芽して成長し、秋には胞子を

つくって枯れてしまいます。休耕田は一般植物を

含め、水性シダの観察地に適しています。

陵から山麓の温暖な地域には、常緑樹であ

るタブノキ、クスノキ、スダジイ、ヤブツバキな

どの林があり、スギ、ヒノキなどの植林地や雑木林

が広がり、シダ植物にとって良い生息地となって

います。林床にはイノデやリョウメンシダの群落、多

くのカナワラビ類、ヤブソテツ類、ベニシダ、イタチ

シダ、フモトシダ、ウラジロ、コシダをはじめ、多く

の暖帯性のシダ植物が生育し、神奈川県の地名

のついたものも多くあります。ハコネシダ、ハコネ

オオクジャクシダ、ドウリョウイノデ、ハタジュクイ

ノデ、ハコネイノデ、ミドリイノデ、ヨコハマイノデな

ど、これらは当然、県内で初めて発見されたもの

です。

大木や崖には着生シダであるコケシノブ類、ハ

イホラゴケ類、マメヅタ、ノキシノブなどが生育しま

す。ハナワラビ類は初夏から冬にかけて見ること

ができます。中には冬に葉が紅変するものもあり

ます。伊豆七島のシチトウハナワラビも今では県

内各地で生育が確認されています。スギ林は寒さ

を防ぎ適度な湿度を保つ上、温暖化の影響もあ

り、南に生育するはずのシダが時として思わぬとこ

ろに顔を出すこともあります。今までは伊豆半島ま

での分布だったシダが神奈川県内で見られるよう

になったシダには、ユノミネシダ、コクモウクジャ

ク、シロヤマシダ類、ヌリトラノオ、ミヤマノコギリ

シダ類、この他にもまだまだ数多くあります。

地ではブナ、ミズナラなどの温帯性の樹木が

生育する中で、オシダ、シラネワラビ、ミヤマ

ノキシノブ、オシャグジデンダ、ウスヒメワラビなど

が生育しています。オオクボシダは岩場や樹木に

着生する箱根で初めて発見されたシダで、わずか数

センチのコケのようで見つけにくいものですが、葉

の裏を見てみるとしっかりと胞子をつけています。

神奈川の山では今、シカの食害が進み、貴重な

植物が絶滅の危機に瀕しています。絶滅したと思

われた後、丹沢、山北で発見されたタチヒメワラビ

もかろうじて食害を免れた状況で、小型のものば

かりでした。シカの食べないオオバノイノモトソウ

やイワヒメワラビばかりになっているところもあり

ます。さらにはイノシシも土をほじくり返してしま

い、山は荒れていくばかりでシダにとっても対策は

急がれます。
シチトウハナワラビ

ユノミネシダ

オシダ

オオクボシダ

山
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ダ植物は胞子で増えるので、生育に適する

環境があればどこでも様々なシダが出現す

る可能性があります。箱根の山頂付近は温帯性

の植物が生育するエリアですが、近くに一年を通

して15℃位の冷気が出ている風穴があり、この他

のシダ植物が入り込めない環境に伊豆半島まで

分布が知られていた暖性のシダ、ホウノカワシダ

が生育しています。生育に必要な気温の最低条

件を満たしているようで、このようなシダが育つこ

とができるのです。シダの生育の条件には、この

他、水分、光があり、シダの種類によって適する条

件に違いがあるので、それぞれの場所によって特

徴のある種類のシダが育つのです。

奈川県は太平洋に面し、丹沢や箱根の山を

控え自然豊かなところに位置しています。そ

の豊かな自然環境の中、多くのシダ植物の生育が

見られます。2018年の神奈川県植物誌には30科

約390種に及ぶシダ植物が示されています。そん

な神奈川の自然環境にうまく適応して生育してい

るシダを紹介したいと思います。

に面した海岸は、植物にとっては生育環境

として非常に厳しい場所です。直射日光は

強く、潮風がまともに吹き掛け、水分も十分でない

ところでは植物のほとんどは生育できません。し

かし、そんな厳しい状況の岩場、まさに波打ち際

に一番近いところに生育するのがヒメオニヤブソ

テツです。わずか5ｃｍに満たない株でも岩の隙

間にしっかり根をおろし、光沢のある葉は厚く、葉

裏には胞子もでき繁殖しています。海からすこし

離れればオニヤブソテツ、ハマホラシノブの生育も

見られます。海岸からさらに遠ざかれば林内のナ

ガバヤブソテツへと移行していきます。海岸性のシ

ダ植物は一般的には葉が厚く光沢のあるものが

多く、三浦海岸や真鶴半島で多くのシダを観察で

きます。

の庭や石垣、私達が生活する場所でも多く

のシダを見ることができます。イヌワラビに

イノモトソウ、ノキシノブ、カニクサなどは日常的に

見かけられます。カニクサはツル性のシダで周囲

の木々に絡みつき上へ上へと伸びていきます。その

丈夫なツルは三味線の弦の強さに例えられ、シャ

ミセンヅルの別名があるほどです。最近、とくによ

く目にするようになったシダには、ホウライシダやイ

ヌケホシダがあげられます。もともとは園芸種とし

て温室で見かけることが多かったこれらのシダは

逸出や温暖化の影響と思われ、市街地の川岸や

石垣の隙間に多く生育してます。

川の下流域の河原にはイヌドクサが、水のよ

どみには水面に浮かぶオオアカウキクサや

アカウキクサが見られますが、最近は外来のアカ

ウキクサが辺り一面を染めるように繁殖する光景

も見られ、もともと生育していた在来の植生が見

られなくなってしまった水域もあります。この外来

植物はクレソン栽培の水田から逸出したものと思

われます。

平野の水田では一時、除草剤の影響で植物が

減少してしまいましたが、農薬使用法改善の結

果、徐々に回復傾向にあり、現れたり消えたりを繰

り返しています。水田や湿地、池などに生育するシ

ダには、デンジソウ、ミズワラビ、ミズニラ、サン

ショウモなどがあげられます。ミズワラビは一年生

で春先に胞子から発芽して成長し、秋には胞子を

つくって枯れてしまいます。休耕田は一般植物を

含め、水性シダの観察地に適しています。

陵から山麓の温暖な地域には、常緑樹であ

るタブノキ、クスノキ、スダジイ、ヤブツバキな

どの林があり、スギ、ヒノキなどの植林地や雑木林

が広がり、シダ植物にとって良い生息地となって

います。林床にはイノデやリョウメンシダの群落、多

くのカナワラビ類、ヤブソテツ類、ベニシダ、イタチ

シダ、フモトシダ、ウラジロ、コシダをはじめ、多く

の暖帯性のシダ植物が生育し、神奈川県の地名

のついたものも多くあります。ハコネシダ、ハコネ

オオクジャクシダ、ドウリョウイノデ、ハタジュクイ

ノデ、ハコネイノデ、ミドリイノデ、ヨコハマイノデな

ど、これらは当然、県内で初めて発見されたもの

です。

大木や崖には着生シダであるコケシノブ類、ハ

イホラゴケ類、マメヅタ、ノキシノブなどが生育しま

す。ハナワラビ類は初夏から冬にかけて見ること

ができます。中には冬に葉が紅変するものもあり

ます。伊豆七島のシチトウハナワラビも今では県

内各地で生育が確認されています。スギ林は寒さ

を防ぎ適度な湿度を保つ上、温暖化の影響もあ

り、南に生育するはずのシダが時として思わぬとこ

ろに顔を出すこともあります。今までは伊豆半島ま

での分布だったシダが神奈川県内で見られるよう

になったシダには、ユノミネシダ、コクモウクジャ

ク、シロヤマシダ類、ヌリトラノオ、ミヤマノコギリ

シダ類、この他にもまだまだ数多くあります。

地ではブナ、ミズナラなどの温帯性の樹木が

生育する中で、オシダ、シラネワラビ、ミヤマ

ノキシノブ、オシャグジデンダ、ウスヒメワラビなど

が生育しています。オオクボシダは岩場や樹木に

着生する箱根で初めて発見されたシダで、わずか数

センチのコケのようで見つけにくいものですが、葉

の裏を見てみるとしっかりと胞子をつけています。

神奈川の山では今、シカの食害が進み、貴重な

植物が絶滅の危機に瀕しています。絶滅したと思

われた後、丹沢、山北で発見されたタチヒメワラビ

もかろうじて食害を免れた状況で、小型のものば

かりでした。シカの食べないオオバノイノモトソウ

やイワヒメワラビばかりになっているところもあり

ます。さらにはイノシシも土をほじくり返してしま

い、山は荒れていくばかりでシダにとっても対策は

急がれます。

タチヒメワラビ

ホウノカワシダ

シ

「シダを詠む　楽しみのグラフィティ」

講師：中池敏之　元国立科学博物館研究官植物分類学

即売会（13日のみ）や、さまざまなコーナーも充実
いっぱい楽しめます！

愛培品コーナー・シダの化石、ヘゴ丸太の展示
シダ植物を用いたアートフラワー・シダグッズコーナー・

薬用に使われるシダ植物

［共催］
小田原フラワーガーデン・パートナーズ
　　　 小田原シダ研究グループ

［後援］

［問い合わせ］
小田原フラワーガーデン

小田原市久野3798-5　TEL（0465）34-2814

［アクセス］

10月13日㈰13:00～15:30

講演会・同定会

小田原市、神奈川県立生命の星・地球博物館、（公財）かながわトラスト
みどり財団、FMおだわら87.9ＭＨz、酒匂川水系の環境を考える会、
小田原の植物研究会、アートフラワーアオラニ、昭和薬科大学、NPO
法人コモン（おだわらコモン文化基金）

◯伊豆箱根鉄道大雄山線「飯田岡」駅
　徒歩約20分（約1.6kmの上り坂）
◯JR・小田急線「小田原」駅東口から
　「フラワーガーデン・県立諏訪の原公園」行き（約30分）
　「フラワーガーデン」下車すぐ

◯小田原厚木道路「小田原東」ICより約15分
◯小田原厚木道路「荻窪」ICより約20分
◯東名高速道路「大井松田」ICより約25分

電
車・バ
ス

車
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生物多様性とは、様 な々自然が存在し、そこに住む様 な々生きものたちに個性が
あり、お互いに関わりを持っていることをいいます。
例えば、森林は、大気中の二酸化炭素を吸収し、酸素や水蒸気を放出する働き

を通じて、気候の調節や大気の成分調整に大きな役割を果たしています。また、昆
虫や鳥は、花粉を運び受粉をさせる働きによって、果実や野菜などが実を結ぶこと
を助けています。
こうした様 な々自然や生きものたちが育む水や空気、食べ物などの恵みにより、
私たちの暮らしは支えられています。そのことを理解し、生物多様性を守り、その恵
みを将来に引き継いでいくことが大切です。

神奈川県では、皆様の環境保全に対するさまざまな取り組みや皆様からの寄附
金によるトラスト緑地の買入れなど、みどりの保全が行われ、生きものの生息・生育
環境が整い、県内には多種多様な生きものが存在します。
しかし、その一方で、在来の動植物の生息・生育環境を脅かす外来種も数多く
存在します。外来種の中には、オオキンケイギクやソウシチョウのように、美しく色鮮
やかであるため、人々に親しまれているものも存在します。このような動植物は、在
来の種に悪影響を及ぼしていることはもちろん、外来種であることさえも十分に認
識されていないのが現状です。
そこで県では、生態系が保全されていることによって現存するヤマユリやシオカ
ラトンボなど里山の生きものや、認知度の低い外来種の生息状況を把握し、理解
を深めてもらうために環境省のいきものログというシステムを使った「かながわ
生きもの調査」を開始しました。対象種（約30種）の発見情報をスマートフォン
やタブレットから投稿するだけですので、誰でもゲーム感覚で簡単に参加ができま
す。また、投稿した情報は調査に参加した仲間と共有することも可能です。

この調査を通じて、県内にはどのような生きものがいるのかを
知っていただくとともに、生物多様性についても関心を持っていた
だけたらと思います。ぜひ、ご参加下さい！
生きもの調査の詳細は県のホームページに掲載

されています。　　　　　　

生物多様性保全に配慮した施策・
事業の推進や、保全活動の参加を
促進するため、生物多様性に関連
する事業において、無料でアドバイ
ザーを派遣する制度です。
「希少種の保全のため何をすべき
だろう?」「生物多様性のことがよく
わからないので学びたい！」など、気
になることがございましたらぜひご
相談ください。

神奈川県では、県民の皆様が生物多様性を身近なものとしていただく
ために、「かながわ生きもの調査」を実施中です。
スマートフォンやタブレット、パソコンで簡単に投稿できます。
ぜひ、ご参加ください！

生物多様性
アドバイザー
派遣制度

オオキンケイギク

シオカラトンボ

ヤマユリ

ソウシチョウ

クリハラリス

提供：吉谷 昭憲

かながわ生きもの調査 検索

神奈川県環境農政局
緑政部自然環境保全課
TEL:045-210-4310

こんな取組もやってます

問合せ

外
来
種

外
来
種

外
来
種

在
来
種

在
来
種

神奈川県環境農政局 緑政部自然環境保全課

「かながわ生きもの調査」に
参加しませんか？

1.生物多様性について

2.かながわ生きもの調査について

あなたのスマホやパソコンで
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夏の大潮の晩、母ガニがお腹に抱えた幼生（赤ちゃん）を放
仔（ほうし）するために海岸へ押し寄せる生態を観察しまし
た。今年は４回計画し２回実施できました。これから幼生は
１ヶ月ほど海で育ち、子ガニとなって陸で生活を始め、森全
体へ生息域を広げます。アカテガニは小網代のように森と
海が一体となった自然環境が必要なのです。今後もその自
然の営みを邪魔しないよう観察会を続けていきます。

葛のシャボン玉

９月の葛の花の頃

森の中に入る目的は様 で々すが、食いしん坊の私は出会う植物や木 の々芽や実が
「食べられるかどうか」が気になり、その植物の特徴について調べるのが常です。そして
人の体に驚くべき効能があり、生活にかかせない役割がある事を知ります。ドクダミ・ヨ
モギ・夏から秋にかけて藤のような花を咲かせる「葛」などはその代表格です。

葛は日本では秋の七草のひとつで甘い香りの花は乾燥させ、お酒に入れて飲むと悪
酔いをしないなどの効果もあるとか。若葉は天ぷらやお浸し、乾燥させてお茶に、そして
根からはくず粉を採ります。葛餅・葛きりなどは和菓子としてもお馴染みです。「葛根」は
子供の頃、風邪をひいた時には必ず飲まされた記憶があります。それもそのはず、葛根
は漢方薬としてご周知の事。乾燥させた茎をストロー替わりにする「シャボン玉」遊びは
最近の観察会でも大人気です。泡の長さを競いながら植物に触れることで子供たちも

「葛」が身近な存在になるようです。
海を渡った葛は、海外ではその繁殖力から猛威を振るい、「侵略的外来種」に指定さ

れ駆除が続けられていますが、人の五官（五感）をくすぐる愛すべき植物と言えます。

かっ  こん

今年6月に森の玄関口にあたる「引橋入口」近くに小網代の
森インフォメーションスペースがオープンし、ビジター施設や
情報発信の拠点として利用されています。トイレや駐車場も
利用できるなど利便性が向上しましたが、さらに引橋入口に

「小網代の森入口」として交差点が新たに設置されたほか、
森へのアプローチ道路の舗装改修工事も進められ、ますま
すアクセスしやすい環境となります。

小網代の森インフォメーションスペースの
開設及び引橋入口の整備について

新設された交差点名標識

「引橋」バス停も移動。
森の入口に近くなりました。

小網代の森インフォメーションスペース

小網代の森
アカテガニ放仔観察会2019を実施

神奈川県森林インストラクター　上宮田 幸恵

一里塚・四方山話  10
いち   り   づか　　    よ    も   やま

身近な野草「葛」にふれて

事務局だより

小
網代の森
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神奈川のみどりの大切さを伝えることを目的に、まだ知られていないみどりのスポットや、既に知
られていても魅力が十分に伝わっていないスポットで、みどりの素晴らしさを体験していただきた
い、そんな思いから委員会を設置して「かながわのみどりや森林におけるパワースポット・癒やし
スポット募集事業」として募りました。
平成30年7月10日から10月20日までの88件にのぼる応募の中から、委員会で選考及び現

地調査を行い、独自[自然的価値、検証性・共感性、普遍
性、独創性]の観点から審査し、パワースポット10箇所、癒や
しスポット26箇所を選定しました。
スポットを紹介する冊子や選定箇所を巡るフォトラリーを
実施するなど、魅力ある県内のみどりスポットを後世に伝え
ていきます。

●舞岡公園（横浜市戸塚区）●新治市民の森（横浜市緑区）●みさきの土塁と
屋敷林（川崎市麻生区）●前田川遊歩道（横須賀市）●山ノ神様（平塚市）●
鎌倉広町緑地（鎌倉市）●ふるさとの森（藤沢市）●小網代の森（三浦市）●
葛葉緑地（秦野市）●厚木巡礼峠（厚木市）●泉の森緑地（大和市）●相模
三川公園の夕焼け（海老名市）●金次郎さん芝刈りの終着点 矢佐芝（南足
柄市）●夕日の滝（南足柄市）●県立大磯城山公園（大磯町）、最明寺史跡
公園（松田町）、西平畑公園（松田町）●寄 大畑茶園（松田町）●やどりき
水源林 森林癒やしの森（松田町）●寄ロウバイ園（松田町）●大滝沢・大
滝森林セラピーコース（山北町）●洒水の滝 河村城跡コース（山北町）●
西丹沢西沢森林セラピーコース（山北町）●山北つぶらの公園（山北町）
●白浜口 芦ノ湖西岸歩道（箱根町）●塩川滝と南沢（愛川町）　（順不同）

●本牧山頂公園のスダジイ（横浜市中区）
●神奈川県立真鶴半島自然公園（真鶴町）
●陣ケ下渓谷公園（横浜市保土ヶ谷区）
●矢倉岳山頂（南足柄市）
●六国見山（鎌倉市）
●丹沢雨山稜線のブナ林（松田町）
●霧降りの滝（平塚市）
●シダンゴ山頂（松田町）
●東丹沢県民の森（清川村）
●中川の箒杉（山北町）　（順不同）

かながわのみどりや森林における

かながわのみどりや森林における

パワースポット

癒やしスポット

中川の箒杉

神奈川県立真鶴半島自然公園

本牧山頂公園のスダジイ

丹沢雨山稜線のブナ林

かながわのみどりや森林における
癒
や
し

ス
ポ
ッ
ト

パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト

＆
新たな令和の時代に、

かながわのみどりにふれてみませんか

事務局だより
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【講師】NPO法人

12月15日(日)

【コース】 西鎌倉駅～広町緑地～西鎌倉駅
◆広町緑地で植物観察を行いながら装飾用の植物を採取、クリスマス
リースを作ります。※原則として公園や緑地での動植物の採取は禁止さ
れていますが、今回はイベントに合わせ特別に採取します。

いきもの観察

自然からの贈り物で作る
クリスマスリース作り

【集合】湘南モノレール 
西鎌倉駅改札前
9:00または
鎌倉広町緑地
管理事務所9：30

9：00（9：30）～
15：30

学生（小～大）

会員
一般

1,000円
2,000円
1,500円

鎌倉広町の森市民の会

約3km・　 ほぼ平坦約3km・　 ほぼ平坦

80人(先着順）
受付：10/7～11/16

11月30日(土)

【コース】 早川駅～石垣山一夜城～太平橋～石橋山古戦場～米神
水源地～根府川駅
◆早川駅より一夜城をはじめとした起伏に富んだ丘陵地帯をミカ
ンと相模湾の景色を楽しみつつ、根府川駅まで歩きます。

森林探訪

蜜柑畑と歴史の
石垣山一夜城より相模湾を
望む9:00～15:00

会員
一般

500円
1,000円

【申込先】（公財）かながわトラストみどり財団  みどり企画課
〒220-0073 横浜市西区岡野2-12-20
　 045-412-2300　   midori＠ktm.or.jp 　 www.ktm.or.jp
【申込方法】イベント内容をご確認の上、●参加を希望す
るイベント名 ●参加希望者全員の氏名・住所・電話番号 
●会員の方は会員番号を明記して、FAX・Eメール・ハガ
キ・財団WEBサイトにてお申し込みください。
【雨天の場合】原則として小雨天決行です。集合場所にて講師がコー
ス変更等を判断します。 
【お願い】集合時間になりましたら出発します。 遅れないようご注意
ください。 コース内のバス代は各自負担となります。
※定員を超える申し込みがあった場合は抽選となります。

約9.1km・　 約240ｍ約9.1km・　 約240ｍ

【共催・講師】
NPO法人かながわ森林インストラクターの会
【集合】 東海道線早川駅改札前 9:00

【講師】

【コース】 大磯駅バス～　 ～城山公園前～旧吉田邸入館～郷土資料館～城山
公園展望台（昼食）～大磯町郷土資料館～太平洋自転車道路～こゆるぎ緑地～
明治記念大磯邸園～澤田美紀記念館～大磯駅　
◆大磯ガイド協会にガイドを務めて頂き、古地図を片手に大磯の名所や
史跡、トラスト緑地の大磯こゆるぎ緑地などを巡ります。

（2019.10/1～2020.3/31）
2019年度

かながわトラストみどり財団
※写真はすべてイメージです（昨年度のイベント応募で受付開始直後から定員を上回ることがありましたので、今年度より申込期間を設け、定員を超える申し込みがあった場合は抽選となります。）

※コース内のバス代は各自負担となります
※　の数が多いとコース難易度が上がります

バス乗車
徒歩
高低差

〔 共通事項 〕

自然観察会

古地図を持って
大磯を巡る

【集合】 
JR大磯駅改札前
10:00

30人 受付：12/1～12/31

NPO法人大磯
ガイド協会

約3.5km・　 約24m約3.5km・　 約24m

【服装】ハイキングができる程度(長袖、長ズボン、帽子)、防水性
のある履き慣れた靴
【持ち物】弁当・水筒・敷物・メモ用具など
【申込方法】森林探訪名、開催日、参加者全員の住所、氏名、年
齢、電話番号を記入し、往復ハガキ、またはメールで。
〒243-0018 厚木市中町２-１３-１４ サンシャインビル６階６０４
号 NPO法人かながわ森林インストラクターの会 自然観察部会
 　kanagawa_shizenkansatu@yahoo.co.jp
【問い合わせ】　 090-6150-6173（担当：赤崎）

森林探訪 【共催】NPO法人かながわ森林インストラクターの会
※申込・問い合わせが主催イベントと異なります。ご注意下さい。

申込方法 財団主催イベント

【講師】
12月21日(土)

【コース】 桜ヶ丘駅～久田緑地～（会場）～桜ヶ丘駅
◆久田緑地で植物観察を行いながら正月飾りに使うセンリョウやナン
テン等を採取し、しめ縄を作ります。※原則として公園や緑地での動植物
の採取は禁止されています。今回はイベントに合わせて特別に採取します。

自然観察&体験

正月飾り作りと里山植物観察

【集合】 
小田急江ノ島線
桜ヶ丘駅改札前
午前の部/9:00
午後の部/13:30

午前の部  9:00～12:00
午後の部13:30～16:30

学生（小～大）

会員
一般

1,000円
2,000円
1,500円

午前・午後 各10人 受付：10/1～10/31

ほぼ平坦約2.1km・ 　ほぼ平坦

             NPO法人
かながわ森林
インストラクターの会

※複数部申込不可

2月15日(土)
10:00～15:00

学生（小～大）

会員
一般

無料
1,000円
500円

2020年

※別途入館料500円

20人 受付：10/1～10/31

100人(先着順）
【会場】 平塚市中央公民館
４階小ホール

11月17日(日)
13:30～16:00
（開場13:00）

講演会

地域のみどりを考える集い
湘南グリーンコネクション２０１９について

講演  「花の力・花の魅力」
（人はなぜ花に惹かれるのか）
【講師】 菅原 啓之 氏
NPO法人 全国森林インストラクター
神奈川会 理事

絵画にも多く描かれ生活文化にも取り入
れられた花。いつ頃から人は花にかかわっ
てきたのか。日本文化との結びつきや生物

学的な花のつくり、人はなぜ花に魅せられ花を愛でるのか。花の持
つ魅力について学びます。

参加無料

事前申込制（受付中）

アカバナヒメイワカガミタマゴダケコゲラ

主催イベント
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三崎口駅三崎口駅

えのきテラスえのきテラス

観潮荘ホテル 観潮荘ホテル 

ミサキドーナツ
三浦本店

ミサキドーナツ
三浦本店

城ヶ島京急ホテル城ヶ島京急ホテル

ベイシア三浦店
小網代の森
インフォメーション
スペース

ベイシア三浦店
小網代の森
インフォメーション
スペース

小網代の
森

小網代シーボニア入口

引橋

三崎東岡

スタート！スタート！

❶

❷

❸

❹

❺

上級
ゴール
上級
ゴール

中級
ゴール
中級
ゴール

初級
ゴール
初級
ゴール

三崎港

リビエラシーボニアリビエラシーボニア

京急線三崎口駅から バス停「引橋」下車 徒歩3分

スタンプラリー

森で出合えたら幸運！ 縁起のよい生きものたち
アカテガニ、オニヤンマ、アゲハ、ノウサギ、ミサゴ…

小網代の森インフォメーション･スペースのオープン記念

※2019年9月末現在、9月9日の台風の影響により通路に倒木等の被害が出て一部立ち入りを禁止しています。

秋の三浦・小網代の森を巡る
スタンプラリー

10月26日(土)
13:30～16:30
（開場13:00）

講演会 【共催】小網代の森インフォメーション･スペースのオープン記念　【共催】(一社)日本海洋アカデミー

小網代の森と海の教室

講演① 「森は海の恋人」 60分
【講師】 畠山 重篤（はたけやま しげあつ）氏
NPO法人森は海の恋人理事長。宮城県気仙沼の牡蠣養
殖家として、長年にわたり植樹等の森林保全に携わる。

講演② 「小網代の森と海」 45分
【鼎談】 畠山 重篤氏、NPO法人小網代野外活動調
整会議代表理事　岸 由二氏
（聞き手）ミス日本「海の日」髙橋 梨子氏

100人(先着申込順）
受付中

【スタンプ帳配布】 9:30～13:00京急線三崎口駅改札前にて
※プレゼント賞品の応募締切は2019年11月11日（月）です。
【内容】京急線三崎口駅でスタンプカードを配布しています。イベント期間中にスタンプカードを指定のお店
で提示すると割引特典を得られます。スタンプを３つ以上集めると目標達成！ 希望の賞品を１つ書いてカード
（原本）を郵送するか、カードを撮影した写真をメールやSNS等で財団事務局にお送りください。抽選で地元三
浦＆トラスト財団の豪華賞品が当たります。スタンプ４つ以上で２品、５つ以上で３品の応募ができます。また、ス
タンプ設置場所の❸でもれなく記念品を差し上げます。
【スタンプ設置場所】MAP番号❶小網代の森インフォメーションスペース(「引橋」バス停すぐ ベイシア三浦店
２階)❷小網代の森内えのきテラス❸観潮荘(油壺)❹ミサキドーナツ三浦本店(三崎港)❺城ヶ島ホテル
【豪華賞品一例】●マホロバマインズ三浦宿泊ペア券●シーボニアマリーナ クルーズペア招待券●うらり・に
じいろ魚号乗船ペア券●トラスト緑地産の無垢材カッティングボードと額縁 など

参加無料

参加無料

事前申込制（受付中）

11月2日(土)・
3日(日)

2019年

2019年

9:30～16:00

スタンプ設置期間

どなたでも参加可能！
個人で

ウォーキングコースを
設定できる！

畠山 重篤 氏 岸由二 氏

生きものイラスト　フジワラフサコ

【会場】 三浦市民交流センター 及び
小網代の森インフォメーションスペース

■ 親子でゆるめのウォーキングは…
スタンプ３（初級）で油壺まで
■ 友人とマグロキップを使って三崎港観光は…
スタンプ４（中級）で三崎港へ
■ 歩け歩けの玄人は…
全部制覇のスタンプ５（上級）で城ヶ島へ

約 ４ ㎞

約 7 ㎞

約11㎞

写真：NPO法人小網代野外活動調整会議写真：NPO法人小網代野外活動調整会議

おススメコース

かながわトラストみどり財団 2019 秋 「ミドリ」no.11414



100人（先着順）受付：8/1～

100人（先着順）受付：9/1～

100人（先着順）受付：9/1～ 100人（先着順）受付：12/1～

100人（先着順）受付：11/1～

100人（先着順）受付：10/1～

50人（先着順）受付：9/1～

50人（先着順）受付：10/1～

50人（先着順）受付：10/1～

県民参加の森林づくり申込
方法

森ヘ行こう! 活動に参加しよう!

【共通事項】●神奈川県森林インストラクターが指導します。
●現地に駐車場はありません。 ただし「車　　マーク」のある
　イベントのみ、車でお越しいただけます。
「　  」マークのあるイベントは、昼食後に温泉入浴ができます。

【申込先】（公財）かながわトラストみどり財団 みどり森林課
  　　　     045-412-2255　     045-412-2300   　 midori@ktm.or.jp     　www.ktm.or.jp

予備日：なし

岩   真鶴町 真鶴町県行造林

間 伐10月26日(土)

【行程】 小田原駅西口（専用バスで移動）⇒
現地⇒小田原駅西口
【行程】 小田原駅西口（専用バスで移動）⇒
現地⇒小田原駅西口

【集合】JR東海道線・
小田急線
小田原駅西口 8：30

※自家用車駐車場はありません

【行程】 湯河原駅（専用バスで移動）⇒現地⇒
湯河原駅

※自家用車駐車場はありません

【集合】JR東海道線
湯河原駅 8：30

予備日：なし

鍛冶屋   湯河原町 町有林

間 伐11月9日(土)

【申込方法】 活動内容をご確認の上、●参加希望日 ●参加希望者全員の氏名（ふりがな）・住所・電話番号
　　　　　 ●森林づくり登録番号をお持ちの方は登録番号を明記して、ハガキ・電話・FAX・Eメール・財団WEBサイトにてお申し込みください。
【荒天の場合】予備日のある場合は延期、ない場合は中止となります。 
【実施の可否の確認方法】 実施日前日の18時以降に、電話（045-412-2255）でご確認ください。 録音テープでご案内します。

【共催】湯河原町

【行程】 A 本厚木駅北口（専用バスで移動）⇒宮ヶ瀬湖畔鳥居原駐車場 Bと合流⇒ 
現地⇒宮ヶ瀬湖畔鳥居原駐車場⇒本厚木駅北口　◆ボランティア発表会開催

小田急線 本厚木駅
A 北口 8：30または
B 宮ヶ瀬湖畔鳥居原駐車場 9：30

【共催】（公財）相模原市まち・みどり公社

予備日：なし

青根   相模原市 緑区 学校林

除 伐11月16日(土)
【集合】

予備日：11/24（日）

塚原   南足柄市 塚原水源林

間 伐11月23日(土)

【行程】 開成駅西口（専用バスで移動）⇒現地⇒
開成駅西口

【集合】小田急線
開成駅西口 8：30

※自家用車駐車場はありません

※自家用車駐車場はありません

※自家用車駐車場はありません

予備日：なし

千村   秦野市 頭高山

除 伐12月1日(日)
【集合】小田急線

秦野駅南口 8：30
【共催】秦野市

【行程】 秦野駅南口（専用バスで移動）⇒現地
⇒秦野駅南口

予備日：12/8（日）

比奈窪   中井町 地域水源林

除 伐12月7日(土)
【集合】小田急線 秦野駅

A 南口 8：30または
B 中井中央公園野球場脇駐車場 9：00

【共催】中井町
【行程】 A 秦野駅南口（専用バスで移動）⇒
公園野球場脇駐車場 Bと合流 ⇒現地⇒
公園野球場脇駐車場⇒秦野駅南口

※自家用車駐車場はありません

予備日：なし

栗木   川崎市 麻生区 栗木山王山特別緑地

竹林整備12月18日(水)

【行程】 栗平駅南口（徒歩で移動）⇒ 現地⇒
栗平駅南口　

【集合】

【集合】

小田急多摩線
栗平駅南口 8：30

【共催】（公財）川崎市公園緑地協会

※自家用車駐車場はありません

予備日：なし

多摩美   川崎市 多摩区 多摩特別緑地

除 伐

【行程】 読売ランド前駅北口（徒歩で移動）⇒
現地⇒読売ランド前駅北口

小田急線
読売ランド前駅北口 8：30

【共催】（公財）川崎市公園緑地協会

1月18日(土)
2020年

【集合】

予備日：2/2（日）

西小磯   大磯町

竹林整備

【行程】 大磯駅南口（専用バスで移動）⇒現地
⇒大磯駅南口
【行程】 大磯駅南口（専用バスで移動）⇒現地
⇒大磯駅南口

JR東海道線
大磯駅南口 8：30

【共催】大磯町

2月1日(土)
2020年
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　久田緑地で処分される樹木を寄附の木工返礼品として生
まれ変わらせる取り組みについて多くの反響と新たなリクエ
ストを受けたため今年も実施します。
　㈳街の木ものづくりネットワークの協力のもと、「森からの
贈りものプロジェクト2019」トラスト緑地保全のための寄附
の募集を行います。寄附いただいた皆さまには2019年12月
上旬に久田緑地産材の木工品をプレゼントします。
※木材の状況により異なるサイズや風合いに仕上がる場合があります。予めご承
知おきください。

樹木それぞれの色合いや質
感が楽しめる４個セットのマグ
ネットです。そのまま使用もでき
ますが、木部に切れ込みが
入っているため写真やポスト
カード立てにもなります。また、
マグネットを使った額縁として
利用できます。

一輪挿しは、庭に咲く野花の
一輪を飾る花瓶です。丸太
から一つひとつ切り出す無垢
材のため、木目や色味がそれ
ぞれ異なります。まとめて３個
並べて木肌の表情の違いを
楽しんだり、ちょっとしたギフト
にしても最適です。

森からの贈りもの
プロジェクト
2019

伐採などで処分する樹木を生まれ変わらせる

木工品を12月にお届け

第2弾

寄附

彩りマグネット
［4個セット］

樹木３種類の
一輪挿し［3個セット］

3,000円

size たて25×よこ25×高さ12㎜（1個）／
木部＋磁石

size たて30×よこ30×
高さ50～100㎜（１個）/
木部＋ガラス管/3個セット

今年
のクリ

スマスプレゼントにおススメ
です！

以
上

2,000円寄附 以
上 ◀側面イメージ◀側面イメージ

【営業時間】10時～22時神奈川県足柄下郡箱根湯本777
かっぱ天国

箱根湯元駅から徒歩3分。源泉かけ流しの
露天風呂を割引価格でお愉しみいただけます。

新たな優待施設が加わりました！ 
トラスト会員の皆さまは、会員証のご提示で優待を受けることができます。
2019年7月より開始

0460-85-6121　 0460-83-6418　 【営業時間】
7時～17時30分

神奈川県足柄下郡箱根町畑宿二子山395-1甘酒茶屋

箱根旧街道に茅葺屋根の風情ある茶屋です。
ノンアルコール、砂糖なし、
やさしい甘さの「甘酒」が楽しめます。

会員証の
ご提示で

入浴料金（税込）
大人800円→720円 小人400円→360円

甘酒50円引き!会員証の
ご提示で

NEW

1杯400円→350円

機関誌ミドリ114号寄附キャンペーン

事務局だより
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※ミドリ111号
　（2019.3発行）の
　キャンペーンと
　同等のものです。

※ミドリ111号
　（2019.3発行）の
　キャンペーンと
　同等のものです。



スツールは背もたれの無い椅子です。
軽く持運びも楽にできるため、室内の
様々な場所やアウトドアでも使え、場所
を選ばない汎用性が高い椅子です。ま
た、少しだけ高さがあるためソファや和
室でのサイドテーブルとしても用いること
ができます。

厚みのあるフレームが素材の樹種の木目や色味を存分に楽しめ、飾
られる作品を格調高く演出してくれます。L版の写真が入るサイズで
す（または、サイズ90×90㎜もありますので、ご希望の方は備考欄に
記載ください）。

エゴノキ(エゴノキ科)
日本全国の雑木林に見られる樹木
ですが、春に枝いっぱいに白い花を
付け、新緑の中で一際輝きます。材
は白く滑らかで人形やろくろ細工に
用いられます。
ウワミズザクラ(バラ科)
ソメイヨシノの代表されるような花
が満開に咲くサクラとは異なり、4
月-5月に白くブラシ状の花が咲き
ます。日当たりのよい斜面地に生育
し、久田緑地でも南面に向いて数
か所見られます。材は硬く緻（ち）密
で建築や彫刻などに用いられ、淡い
赤みが木目の美しさが際立ちます。
シラカシ(ブナ科)
関東の照葉樹林帯の代表といえる
樹木で、小さなドングリをたくさん
付け、庭木や生垣として植栽される
ことも多いですが、自然状態でも生
育が強く巨木になります。
材としては名のとおり白く、極めて
緻密で重厚。頑丈さから農具の柄
やカンナの台などに多用されてきま
した。

その他、エノキ
（ニレ科）、ムク
ノキ（アサ科）
も使用する場
合があります。

①振込：2019年11月15日㈮までに納付書にある木工品数を記載し、
　合計金額以上の寄附をお願いします。
②お届け：2019年12月上旬にご指定の住所へお届けします。
　送付場所が異なる場合は事前にご連絡ください。

　（公財）かながわトラストみどり財団へ
の会費や寄附は確定申告をすることに
よって、所得税、住民税の還付を受ける
ことができます。 ただし、県民税や市町
村民税の控除は各自治体によって異な
ります。なお、控除額の計算は①か②の
いずれかを選択することができます。

木目ひきたつ額縁
(L版サイズ)
size たて81×119㎜
外寸たて151×よこ189×厚み25㎜／
木部(樹種は未定)＋透明アクリル size 直径300～400×高さ550㎜程度

所得税・住民税の優遇措置について所得税・住民税の優遇措置について

寄附により木工品お届けのながれ

木工品に使われる予定の樹種

5,000円寄附 以
上 40,000円寄附 以

上

ウワミズザクラのカッティングボード
size たて350×よこ160×厚み18㎜／木部（ウワミズザクラ）

6,000円寄附 以
上

木目や色合いがはっきり出るため、無垢材そのままを切り出したよう。一
枚一枚、風合いの異なる木工品に仕上がります。昨年に引き続き木材と
して珍しいウワミズザクラを使用するため、店頭に並ばびません。「森の贈
りもの」でしか手に入らないカッティングボードといえるでしょう。いつもの
台所に彩りを添えるキッチンツールとしても、チーズやフルーツを盛り付け
華やかな演出するためのパーティ皿としても最適です。

スツール

本用紙は「キャンペーン用振込用紙」です。会費の振込に使
用しないでください。木工品や領収書等礼状の不要、ミドリ
掲載不要（匿名希望）の方は通信欄に□をお願いします。

注意事項

✓

久田緑地は都市近郊の身近な緑地として財団が保全しています。樹木管理として
伐採、剪定される木々はこれまで廃棄物として処理されてきましたが、樹木の有効利
用を促進するため、昨年から本プロジェクトを開始し、木工品として生まれ変わらせ、
企画期間中に緑地保全のために寄附された方を対象に、寄附返礼品としてプレゼン
トする取り組みを行っています。
今回の樹木は住宅隣接地などで、腐朽により倒木の危険性があるなどで伐採した
ものです。街路樹や銘木などは手間をかけて延命させる処置もありますが、緑地保全
の観点から、伐採や剪定により林床に光が入り、新たな植生を生育させることや、株
元から萌芽を促すことなど、緑地全体の更新を図り自然環境を再生させていきます。
緑地保全の中で生み出される木工品を通して寄附された方が緑地に関心を持って
いただき、併せて緑地保全のための資金を生み出す本プロジェクトは、かながわのナ
ショナル・トラスト運動の趣旨そのものです。ぜひ、ご支援をよろしくお願いします。
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※2018年仕様の写真です。
　2019年はデザインが
　異なります。

※2018年仕様の写真です。
　2019年はデザインが
　異なります。



当財団の法人会員で寄付などのご支援をいただいております。




